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●上記のうち、会費や寄付金を受け入れる２つの会計（平和推進事業会計・法人会計）の主な内訳です。また被爆 70
周年に向けて平成 24～ 26 年度に積み立てた、「被爆 70周年記念事業実施積立資産」を取崩して、それぞれ「啓発事業費」
「調査研究費」「育成事業費」に充当します。
【収益】  （単位：千円）

科　　　　　目 平和推進
事業会計 法人会計 計 前年度

との差

基本財産等運用収入 基本財産と積立資産から得られる利子 10 0 10 0

会費収入 会員の皆さまからいただく会費 3,272 1,203 4,475 △ 159

補助金収入 長崎市から交付される補助金 25,876 1,224 27,100 0

寄付金収入 協会に寄せられる寄付金 600 0 600 △ 150

雑収入 各科目に当てはまらない収入 1 0 1 0

合　計 29,759 2,427 32,186 △ 309

他会計振替額 収益事業からの繰入金 500 0 500 △ 100

積立資産取崩 被爆70周年記念事業実施積立資産取崩収入 1,600 0 1,600 1,600

合　計 31,859 2,427 34,286 1,191

【費用】

科　　　　　目 平和推進
事業会計 法人会計 計 前年度

との差

事業費 32,028 32,028 835

発刊事業費 刊行物の発刊事業等に係る費用 1,308 1,308 31

啓発事業費 被爆体験講話の実施や市民のつどい、講
演会、写真展の開催等に係る費用

2,767
（内 1,000 は積立から）

2,767 907

調査研究費 国際会議等への出席に係る費用 200
（内 100 は積立から）

200 100

育成事業費 部会活動の支援、アジア青年平和交流事業、平和案内人の派遣・
育成、秋月グラント（助成）事業等の実施に係る費用

5,712
（内 500 は積立から）

5,712 197

人件費 事業に係る人件費分 19,302 19,302 131

その他事務費 広報・事業推進委員会会議費、事務用機
器賃借料など共通の事務費 2,570 2,570 △ 269

減価償却費 什器備品・ソフトウェア 169 169 △ 262

管理費 2,494 2,494 94

人件費 理事会・評議員会等に係る人件費分 1,224 1,224 9

その他管理費 協会の運営管理に係る費用 1,203 1,203 85

減価償却費 ソフトウェア 67 67 0

合　計 32,028 2,494 34,522 929

減価償却費を除いた合計 31,859 2,427 34,286 1,191

公益目的事業会計274,062千円　（前年度比5,107千円増）
不特定かつ多数の者の利益の増進に寄与する事業で県知事の認定
を受けたものをいいます。
①平和推進事業（32,028千円）
②長崎原爆資料館運営事業（16,615千円）
③長崎原爆資料館図書資料収集整理事業（5,083千円）
④国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館運営事業（220,336千円）

収益事業会計　18,591千円　（前年度比1,291千円増）　
原爆資料館の図書等販売コーナーで平和関係の図書やグッズを販
売する事業のための会計で、収益は平和推進事業に繰り入れて有
効に活用します。

法人会計　2,494千円　（前年度比94千円増）
法人の事業を適正に運営するため経常的に要する費用をいいます。

平成 27年度の予算と事業計画をお知らせします!
収益事業会計

法人会計

予算総額
295,147千円

公益目的事業会計

（費用ベース）
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Ⅰ　平和推進事業（公益目的事業会計）

発刊事業　会報「へいわ」の発行　年 4回、協会活動の情報発信のため会報を発行
ブックレット「平和のあゆみ」の発行　協会が取り組んだ事業概要（年 1回）の発行
広報活動費　情報BOX、会員勧誘リーフレットの作製

啓発事業　平和学習の実施　被爆体験講話者の派遣、平和学習用のDVD・ビデオ・写真パネルの貸出など。
講演会等の開催　平和問題への認識を深める講演会等の開催。今年度は被爆 70 周年記念

事業として市立図書館にて原爆写真展を開催
国連軍縮週間行事　市民向けイベント「市民のつどい」を開催

調査研究事業　平和・軍縮関係の国際会議やシンポジウムへの参加。今年度は開催数の増加が見込ま
れるため、積立金を取崩し予算を増額した。

育成事業　部会活動　継承部会、写真資料調査部会、国際交流部会、音楽部会の各活動への支援。今
年度は、より活発な活動を支援するため、積立金を取崩し予算を増額した。

アジア青年平和交流事業　日本とアジア諸国の若者との意見交換・相互理解を目指して、
市内の大学等に事業を委託

平和事業への支援　協会の活動趣旨と一致する事業などへの共催、後援
秋月グラント　被爆体験の継承や平和意識高揚のための事業を実施する団体等への助成

今年度は、支援を拡充するため、積立金を取崩し予算を増額した。
平和案内人派遣事業　原爆資料館、追悼平和祈念館等の案内を行う平和案内人の派遣
平和案内人育成事業　被爆 70 周年の節目の年に平和案内人（第 6期生）を新たに育成

Ⅱ　長崎原爆資料館運営事業（公益目的事業会計：長崎原爆資料館観覧料徴収・受付案内業務）
Ⅲ　長崎原爆資料館図書資料収集整理事業（公益目的事業会計：長崎原爆資料館図書資

料整理業務）
Ⅳ　国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館運営事業（公益目的事業会計）

国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館の運営を通じて、協会とのかかわりの深い次の事業を行います。
被爆者証言映像制作　被爆証言の収録、映像化
被爆関連資料多言語化　収集した被爆体験記や被爆証言映像の翻訳、吹替映像の制作
海外原爆展　原爆のことを知る機会の少ない海外の人たちに向けて現地で原爆展を開催し、平和を発信
ピースネット　来崎が難しい遠隔地の小・中学生、海外の人たちなどを対象にインターネット会議シ

ステムによる被爆体験講話を実施
被爆体験記朗読ボランティア育成・派遣　被爆の惨状を朗読で語り継ぐボランティアの育成・派遣
平和ボランティア育成外国語講座　被爆の実相を世界に広げていくため、外国語（英語、中国語、韓

国語）で平和ゾーンを案内するボランティアの育成
平和・国際交流のためのプログラム　アジアの若者による平和のためのネットワーク作りのためのプ

ログラムの実施
長崎国際平和映画フォーラム　原爆・平和に関連する映画の上映。被爆体験記の朗読劇などを併せて開催
被爆 70 周年事業　広島の祈念館と合同の企画展の開催、体験記等の多言語翻訳・活用、証言映像の多

言語吹替

Ⅴ　図書販売事業（収益会計）
Ⅵ　その他管理運営に係る費用（法人会計）
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2
月
7
日
、
当
協
会
設
立
記
念
事
業
と

し
て
、
蓮
池
薫
氏
講
演
会
「
夢
と
絆
」
を

原
爆
資
料
館
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
約
3
5
0
人
の
来
場
者
が

詰
め
か
け
、
満
員
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
、
同

館
平
和
学
習
室
で
講
演
会
の
様
子
を
中
継

し
、
こ
ち
ら
の
会
場
に
も
約
1
0
0
人
が

聴
講
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
蓮
池
氏
が
拉
致
さ
れ
た
時
の

状
況
や
、
そ
の
後
の
生
活
の
状
況
、
家
庭

を
持
ち
北
朝
鮮
で
生
き
て
い
く
決
心
を
す

る
も
、
ふ
る
さ
と
の
日
本
を
忘
れ
ら
れ
な

か
っ
た
心
情
な
ど
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

辛
く
、
困
難
な
体
験
の
話
の
中
に
も
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
講
演
は
進
め
ら
れ
、

来
場
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

講
演
の
後
に
は

質
疑
応
答
の
時
間

も
設
け
ら
れ
、
来

場
者
か
ら
の
質
問

に
蓮
池
氏
は
丁
寧

に
答
え
て
い
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
蓮
池

氏
か
ら
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介

し
ま
す
。

「
北
朝
鮮
が
保
有
し
て
い
る
核
兵
器
が
廃
棄

さ
れ
、
平
和
な
北
東
ア
ジ
ア
が
実
現
さ
れ

る
こ
と
、
拉
致
問
題
が
解
決
し
て
未
来
志

向
的
な
日
朝
関
係
が
築
か
れ
る
こ
と
を
心

か
ら
願
い
ま
す
。」

　

平
成
26
年
度
も
、
多
く
の
被
爆
体
験
講
話

の
依
頼
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
25
年
度

と
比
べ
る
と
、
講
話
件
数
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
長
崎
を
訪
れ
る
修
学

旅
行
生
、
県
内
の
小
・
中
・
高
校
生
で
す
が
、

研
修
な
ど
の
団
体
の
他
、
海
外
か
ら
も
多
く

申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

長
崎
市
内
で
の
講
話
以
外
に
も
、
県
外
の

自
治
体
等
か
ら
依
頼
を
受
け
て
継
承
部
会

員
が
各
地
を
訪
問
し
、
講
話
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
新
潟
県
柏
崎
市
、

大
阪
府
大
阪
市
な
ど
10
市
町
で
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
長
崎
県
が
主
催
す
る
「
被
爆
体
験

講
話
者
派
遣
事
業
」
に
平
成
23
年
度
よ
り
継

続
し
て
協
力
し
て
お
り
、
長
崎
県
内
各
地
や

全
国
各
地
の
大
学
で
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

原
爆
投
下
か
ら
69
年
が
経
過
し
、
被
爆
者

の
高
齢
化
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、
昨
年
度
よ

り
部
会
員
数
は
増
加
し
て
お
り
、
現
在
の
登

録
人
数
は
44
人
と
な
り
ま
し
た
。
部
会
員

の
増
加
、
講
話
件
数
の
増
加
の
一
因
に
は
、

今
だ
か
ら
こ
そ
話
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
被
爆

者
、
聴
講
者
双
方
の
思
い
が
反
映
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

　

被
爆
70
年
を
迎
え
る
今
年
、
継
承
部
会

の
活
動
は
ま
す
ま
す
活
発
に
な
り
そ
う
で

す
。

　

（
公
財
）長
崎
平
和
推
進
協
会
設
立
記
念
事
業

蓮
池
薫
氏
講
演
会「
夢
と
絆
」を
開
催
し
ま
し
た
！

平
成
26
年
度
　
被
爆
体
験
講
話
実
施
状
況

年度 件数 人数
22 年度 1,333 165,859
23 年度 1,352 172,820
24 年度 1,342 172,911
25 年度 1,312 167,642
26 年度 1,355 170,697

講演を行う蓮池薫氏

橿
かし

原
はら

市での講話の様子
被爆体験講話件数と聴講者数の推移

（26年度は見込）

▲朗読劇「被爆と被曝」の上演の様子
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1
月
31
日
、
恒
例
の
「
継
承
部
会
・
平

和
案
内
人
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年
5
月
よ
り
活
動
を
開
始
し
た

平
和
案
内
人
第
5
期
生
も
加
わ
り
、
継
承

部
会
員
・
平
和
案
内
人
・
事
務
局
総
勢
63

人
が
参
加
す
る
大
に
ぎ
わ
い
の
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

交
流
会
で

は
、
く
じ

で
席
を
決

め
、
継
承
部

会
員
・
平
和

案
内
人
・
事

務
局
が
交
互

に
着
席
し
ま

す
。

　

こ
の
交
流

会
が
初
め

て
話
す
機
会
に
な
る
参
加
者
も
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
食
事
を
し
な
が
ら
、
被
爆
体
験

講
話
や
ガ
イ
ド
に
関
す
る
話
題
か
ら
日
常

生
活
の
こ
と
ま
で
、
様
々
な
話
で
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
テ
ー
ブ
ル

か
ら
一
人
ず
つ
、
継
承
部
会
員
・
平
和
案

内
人
と
し
て
活
動
す
る
中
で
の
思
い
や
、

日
常
感
じ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
交
流
会
に

参
加
し
て
の
感
想
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

普
段
、
原
爆
資
料
館
等
で
顔
を
合
わ
せ

る
機
会
が
あ
っ
て
も
、
ゆ
っ
く
り
と
話
す

時
間
が
な
か
っ
た
り
、
お
互
い
の
名
前
を

知
ら
な
か
っ
た
り
す
る
の
が
現
状
で
す
。

参
加
者
か
ら
は
、「
参
加
し
よ
う
か
悩
ん
だ

け
れ
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
と
お
話
し
で
き

て
よ
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
ど
こ
か
で
出
会
っ

た
時
に
話
し
か
け
や
す
く
な
る
」
と
い
う

声
や
、「
こ
の
よ
う
な
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
中
で
交
流
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
継

承
の
基
盤
と
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い

う
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

短
い
時

間
で
し
た

が
、
継
承

部
会
員
と

平
和
案
内

人
の
交
流

を

深

め

る
、
有
意

義
な
時
間

と
な
り
ま

し
た
。

　

3
月
15

日
、
継
承

部
会
原
爆

遺
跡
研
修

班
が
主
催

す
る
「
市

民
対
象
碑

め
ぐ
り
」

を
開
催
し

ま
し
た
。

朝
か
ら
あ

い
に
く
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、
開
始
時
間
ま

で
に
は
止
み
、
無
事
に
コ
ー
ス
を
回
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
9
月
の
碑
め
ぐ
り
に
引
き

続
き
、
国
の
登
録
記
念
物
の
旧
長
崎
医
科
大

学
門
柱
、
山
王
神
社
二
の
鳥
居
を
中
心
に
、

市
民
ら
約
50
人
を
案
内
し
ま
し
た
。

　

班
員
ら
は
、
爆
風
で
傾
い
た
門
柱
や
二
の

鳥
居
の
他
に
も
医
科
大
学
平
和
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
や
山
王
神
社
の
大
楠
な
ど
を
紹
介
し
、
そ

の
場
所
に
ま
つ
わ
る
話
も
含
め
て
案
内
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
崎
医
科
大
学
に
通
っ
て
い
た
近

所
の
医
学
生
が
被
爆
し
て
大
怪
我
を
負
っ
て

帰
っ
て
き
た
時
の
様
子
、
山
王
神
社
で
遊
ん

だ
思
い
出
や
被
爆
し
た
大
楠
の
樹
皮
が
少
し

ず
つ
焼
け
た
部
分
を
包
み
込
ん
で
い
っ
た
変

化
な
ど
自
身
の
体
験
も
話
し
な
が
ら
歩
き
、

予
定
時
間
を
少
し
超
過
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
門
柱
な
ど
は
建
築
物
だ

が
、
大
楠
は
今
も
生
き
て
い
る
。
生
き
た
証

と
し
て
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
大
事

で
は
な
い
か
」
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、

被
爆
体
験
の
継
承
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と

の
で
き
る
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

継
承
部
会
・
平
和
案
内
人 

交
流
会
を
開
催

市
民
対
象
碑
め
ぐ
り
実
施
報
告
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追
悼
平
和
祈
念
館
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会

議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
遠
隔
地
の
方
々

に
対
し
て
被
爆
体
験
講
話
等
を
実
施
す
る

「
ピ
ー
ス
ネ
ッ
ト
」
を
1
月
か
ら
2
月
の

間
に
、
ア
メ
リ
カ
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ス
ペ
イ

ン
の
3
か
国
と
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

　

1
月
29
日
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
州
五
大
学
東
ア

ジ
ア
研
究
セ
ン

タ
ー
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
会
場

の
ア
マ
ー
ス
ト
大

学
と
ピ
ー
ス
ネ
ッ

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
一
昨
年
、
五
大
学
東

ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
研
修
ツ

ア
ー
で
全
米
か
ら
選
出
さ
れ
た
教
諭
一
行
が

祈
念
館
を
訪
れ
た
際
に
、
ピ
ー
ス
ネ
ッ
ト
事

業
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら

実
現
し
た
も
の
で
す
。当
協
会
継
承
部
会
員
・

山
脇
佳
朗
氏
が
被
爆
体
験
講
話
を
行
い
ま
し

た
。

　

2
月
6
日
に
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
パ
ジ

ン
市
の
中
等
学
校
と
の
ピ
ー
ス
ネ
ッ
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ

の
ピ
ー
ス
ネ
ッ
ト

で
は
、「
ア
ジ
ア

の
若
者
に
よ
る
平

和
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
一
環
と
し

て
、
長
崎
の
高
校

生
と
平
和
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

2
月
18
日
に
は
、ス
ペ
イ
ン
の
リ
ー
バ
ス
・

バ
シ
ア
マ
ド
リ
ー
ド
市
と
ピ
ー
ス
ネ
ッ
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
会
場
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
市
民
戦

争
体
験
者
の
方
や
現
地
の
子
ど
も
た
ち
を
迎

え
、
当
協
会
継
承
部
会
員
・
丸
田
和
男
氏
の

被
爆
体
験
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
５
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
、
追
悼
平
和

祈
念
館
事
業
「
ア
ジ
ア
の
若
者
に
よ
る
平
和

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
韓
国
に
加
え
て
、

中
国
山
東
大
学
か
ら
も
初
め
て
教
官
と
学
生

が
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
合
計
16
人
の
皆

さ
ん
が
来
崎
し
ま
し
た
。

　

一
行
が
到
着
し
た
翌
６
日
に
は
、
当
協
会

継
承
部
会
員
・
原

田
美
智
子
氏
の
被

爆
体
験
講
話
の
聴

講
や
原
爆
資
料
館

な
ど
の
見
学
を
行

い
、
被
爆
の
実
相

に
つ
い
て
学
習
し

ま
し
た
。

　

７
日
、
８
日
の

両
日
は
、
日
本
の
高
校
生
・
大
学
生
や
社
会

人
も
参
加
し
て
、碑
め
ぐ
り
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
２
日
間
は
、
活
水
高
校
平
和
学
習
部

の
ふ
り
そ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
当
協
会
「
ア

ジ
ア
青
年
平
和
交
流
事
業
」
の
認
定
事
業
）

の
メ
ン
バ
ー
10
人
が
、
自
分
た
ち
の
力
で
企

画
、
運
営
を
行
い

ま
し
た
。
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、「
平

和
を
持
続
す
る
た

め
に
は
何
を
す
べ

き
か
」な
ど
を
テ
ー

マ
に
活
発
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
全

員
で
協
力
し
て
「
ピ

ー
ス
ボ
ー
ド
（
平
和

の
ボ
ー
ド
）」
の
制
作

を
行
い
ま
し
た
。

　

９
日
は
、
市
内
視

察
を
行
い
、10
日
は
、

終
日
自
由
行
動
で
、

そ
れ
ぞ
れ
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
や
観
光
を
楽
し

み
、
11
日
、
帰
国
の

途
に
つ
き
ま
し
た
。

世
界
と
つ
な
が
る

　
ピ
ー
ス
ネ
ッ
ト
実
施
報
告
　ア
ジ
ア
の
若
者
に
よ
る

　
平
和
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
！
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平
成
26
年
度
の
「
ア
ジ
ア
青
年
平
和
交
流

事
業
」
は
、
活
水
高
校
平
和
学
習
部
の
「
ふ

り
そ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
長
崎
外
国
語
大

学
の
「
2
0
1
4
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
事
業
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

ふ
り
そ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
宮
城
学
院

中
学
校
、
韓
信
大
学
、
椙す
ぎ

山や
ま

高
校
、
韮に
ら

山や
ま

高

校
、
豊
川
高
校
、
広
島
女
学
院
高
校
の
学
生

た
ち
と
交
流
し
、
特
に
宮
城
学
院
中
学
校
か

ら
は
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
の
実
相
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
6
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
た
「
ア
ジ
ア
の
若
者
に
よ
る
平
和
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
実
施
事

業
の
一
部
を
企
画
・
運
営
し
、
海
外
か
ら
の

学
生
た
ち
と
の
交
流
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
ク
ロ
ア
チ
ア
と
の
ピ
ー

ス
ネ
ッ
ト
に
参
加
し
、
ふ
り
そ
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
活
発
に
活
動
し
ま
し
た
。

　

ク
ロ
ア
チ
ア
側
か
ら
絵
本
「
ふ
り
そ
で
の

少
女
」
を
ク
ロ
ア

チ
ア
語
に
翻
訳
し

た
い
と
の
提
案
が

あ
る
な
ど
着
実
に

活
動
は
広
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
活

動
予
定
も
多
く
、

今
後
の
活
動
に
も

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

12
月
14
日
に
は
、
長
崎
外
国
語
大
学
の

2
0
1
4
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施

す
る
「
世
界
の
料
理
を
食
べ
よ
う
Ｂ
級
グ
ル

メ
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
留
学
生
と
参
加
者

が
一
緒
に
各
国

の
家
庭
料
理
を

作
っ
て
交
流
を

深
め
よ
う
と
い

う
も
の
で
、
他

に
も
参
加
し
た

外
国
の
方
に
対

し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
質
問
を
行

う
「
質
問
コ
ー

ナ
ー
」
や
、
各
国
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
過
ご

し
方
や
習
慣
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
出
題
す
る

「
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

2
月
15
日
に
は
祈
念
館
で
、
両
事
業
の
実

施
報
告
会
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
実

績
を
報
告
し
ま
し
た
。

「
ア
ジ
ア
青
年
平
和
交
流
事
業
」実
施
報
告

一緒に平和の輪を広げませんか？会員加入のご案内
　　　　　　　　長崎平和推進協会は「核兵器の廃絶と世界恒久平和」を目指して昭和 58 年に官民一
　　　　　　　体となって設立されました。平和推進・啓発に関するさまざまな活動を行っています。
　　　　　　　まずは、お気軽にお問い合わせください。
　

秋月グラント助成事業募集中 ! !
　「秋月グラント」とは当協会創始者の一人、故 ･ 秋月辰一郎氏の名前を冠した、被爆体験の継承や平和
意識の高揚を図るための活動などへ財政的な支援を行う事業です。
　被爆 70 周年にあたる平成 27 年度に実施する事業について、申し込みを受け付けています。
対　　　　象：次の①から④の平和活動を企画 ･ 実施する団体、個人を基本とします。

① 被爆・戦争体験を後世に伝えるための活動企画
② 国内外において、国際的な平和交流を目的とした新規の活動企画
③ 調査研究・資料収集・教育などの幅広い平和啓発のための新たな活動企画
④ その他、被爆体験の継承や平和意識高揚のための活動企画

助　 成　 額：全体事業費の 3／ 4以内の金額 (20 万円を限度 )とし、事業内容によって決定します。
助成額の支給：事業が終了し活動報告が提出された後、支給します。
申 込 期 限：平成 27 年 11 月 28 日（金）まで。なお助成額が予算額を超えた場合は、その時点で締

め切ります。詳しくは協会事務局 ☎ (095)844-9922 まで。

問　合　先：公益財団法人　長崎平和推進協会　
電　　　　話：（095）844-9922（平日午前9時～午後5時）
ホームページ：http://www.peace-wing-n.or.jp

当協会も参加する、
「長崎市の平和・原
爆」のフェイスブ
ックページです。⇒



平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
発
行

印
刷
　
　
　
株
式
会
社
　
藤
木
博
英
社

本
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

TOPICS! へいわトピックス
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賛助会員（団体・法人）の一覧は協会ホームページに掲載しています。ご支援・ご協力誠にありがとうございます。

長崎原爆資料館

書籍販売コーナーより　人気商品を紹介します！
ながさき
原爆の記録
著者：長崎市

500円（税込）

長崎原爆資料館
（児童図書）
長崎平和推進協会編

300円（税込）

原爆被爆
記録写真集
著者：長崎市

1,000円（税込）

＜問合先＞（公財）長崎平和推進協会

電話：（095）844-9922　ＦＡＸ：（095）844-9961

ホームページ：http://www.peace-wing-n.or.jp

※他にも様々な商品をとりそろえています。また、当協会ホームページでは通

　信販売にも対応していますので、ぜひ、ご利用ください！！

折り鶴ストラップ

400円（税込）

マグネット
平和祈念像
500円（税込）

キーホルダー
平和祈念像
300円（税込）

長崎原爆資料館限定
新商品！！

ミニタオル（今治産　綿100％使用）
価格：各300円（税込）

◎
維
持
会
員

１
，１
３
２
人

◎
賛
助
会
員

１
４
６
人

◎
学
生
会
員

１
２
人

（
平
成
27
年
３
月
18
日
現
在)

◎
川
上
正
德 

一
万
円

◎
調　

朝
子 

一
万
円

◎
匿
名 

 

六
千
円

（
敬
称
略
）

　
当
協
会
の
活
動
は
皆
さ
ま
の
会

費
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
も
な
く
平
成
27
年
度
の
会
費

払
込
取
扱
票
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
郵
便
局
で
納
入
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 会

員
数
報
告

寄
付
者
紹
介

　
会
費
納
入
の
お
願
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

世界の核弾頭の数（2014年8月1日現在）

ロシア 米　国 フランス 中　国 英　国 イスラエル パキスタン インド 北朝鮮 合計

〜8,000 〜7,310 300 250 225 80 100〜120 90〜110 ＜10 〜16,400

長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）提供　http://www.recna.nagasaki-u.ac.jp/


